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ロ
ー
タ
リ
ー
を
考
え
る
月
間 

平
成
24
年
７
月
19
日
（
木
）  

 
 

於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

 

会
員 

63
名 

出
席
計
算
数 58

名
中
47
名
出
席 

出
席
率
81
・
03
％ 

前
々
回
出
席
率
94
・
74
％ 

  
例
会
プ
ロ
グ
ラ
ム 

 
★
新
入
会
員
入
会
式 

★
卓
話 
委
員
長
所
見 

・
国
際
奉
仕
委
員
長 

・
Ｒ
財
団
米
山
奨
学
委
員
長 

・
30
周
年
準
備
委
員
長 

  

ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 

 

「
我
等
の
生
業
」 

指 

揮 

者 

前
田 
隆
久 

ピ
ア
ノ
伴
奏 

冨
板 

玲
子 

  

ゲ
ス
ト 

林
順
治
さ
ん
ご
子
息 

 林 
 

拓た
く

弥み

さ
ん 

  

ビ
ジ
タ
ー 

あ
ま
Ｒ
Ｃ 

 
 

 

稲
垣 

秀
樹
さ
ん 

名
古
屋
名
南
Ｒ
Ｃ 

川
瀬 

 

悟
さ
ん 

  

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

本
日
よ
り
入
会
で
す
。
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。 

 
 

 
 

髙
垣 

満
正 

大
僧
正
に
推
挙
さ
れ
ま
し
た
！ 

岡
部 

快
圓 

山
口
さ
ん
、
吉
田 

憲
一
さ
ん
、
堀
江

さ
ん
、
今
日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 

 

鬼
頭 

茂
成
・
岡
村 

隆
德 

本
日
は
息
子
（
林
拓
弥
）
が
お
世
話
に

な
り
ま
す
！ 

 
 

 
 

林 
 

順
治 

30
周
年
準
備
委
員
会
所
見
述
べ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

堀
江 

英
弥 

髙
垣
さ
ん
入
会
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。 

 

伊
藤 

与
則
・
岩
崎 

征
一 

髙
垣
さ
ん
ブ
ラ
ボ
ー
！ 

近
藤 

明
美 

堀
江
さ
ん
「
卓
話
」
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

吉
田 

隆
彦 

岡
部 

快
圓
上
人

し
ょ
う
に
ん

、
大
僧
正
列
位
心 

よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
合
掌 

渡
辺 

観
永 

会
長
・
幹
事
、
一
年
間
頑
張
っ
て
下
さ

い
。 

 
 

 
 

 
 

 

草
野 

勝
彦 

神
野
さ
ん
、
日
比
野
さ
ん
、
先
日
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
春
日
井
和
良 

浅
井
さ
ん
ご
機
嫌
如
何
で
す
か
。 

尾
上 

 

昇 

梅
雨
が
晴
れ
ま
し
た
。 

前
田 

隆
久 

久
し
振
り
の
出
席
で
す
。
あ
ま
り
休
ま

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 杉

本 

英
夫 

大
阪
本
社
が
今
月
で
８
周
年
を
迎
え
ま

し
た
！
引
き
続
き
頑
張
り
ま
す
！ 

西
鶴 

智
香 

入
会
月
で
す
。 

 
 

 
渡
辺 

観
永 

長
男
の
誕
生
月
で
す
。 
青
木 

靖
高 

 

会
長
挨
拶 

 

会
長 

鬼
頭 

茂
成 

毎
月
ロ
ー
タ
リ
ー
の
友
や
ガ
バ
ナ
ー

月
信
に
書
か
れ
て
い
ま
す
よ
う
に
、
１

９
０
５
年
２
月
23
日
に
シ
カ
ゴ
で
４
人

の
集
ま
り
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
ク
ラ
ブ

は
、
い
ま 

や
全
世
界 

２
０
０
以 

上
の
国
と 

地
域
に
34 

ゾ
ー
ン
約 

１
２
０
万
人
の
会
員
、
日
本
で
は
３
ゾ

ー
ン
34
地
区
で
約
８
９
，
０
０
０
人
の

会
員
が
在
籍
す
る
と
い
う
の
が
現
在
の

状
況
で
す
。
な
ぜ
こ
れ
程
の
規
模
、
組

織
と
な
っ
た
か
と
い
い
ま
す
と
、
そ
れ

は
会
員
の
高
い
意
識
と
質
に
よ
る
も
の

で
す
。
特
に
、
職
業
、
奉
仕
、
倫
理
に

つ
い
て
、
ク
ラ
ブ
の
活
動
の
バ
ッ
ク
ボ

ー
ン
と
な
る
意
義
付
け
の
議
論
が
盛
ん

に
行
わ
れ
、
自
分
達
の
ク
ラ
ブ
の
方
向

を
明
確
に
し
て
い
き
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ

で
す
か
ら
根
底
に
会
員
の
親
睦
が
あ
り

ま
す
。
親
睦
だ
け
で
は
１
０
０
年
も
つ

ク
ラ
ブ
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
１
０

０
年
は
ク
ラ
ブ
会
員
が
作
っ
て
き
た
ロ

ー
タ
リ
ー
の
発
展
の
歴
史
で
あ
り
ま
す
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

最
初
の
４
人
は
、（
写
真
右
か
ら
）
ポ

ー
ル
・
ハ
リ
ス
，
ハ
イ
ラ
ム
・
シ
ョ
ー

レ
ー
，
シ
ル
ベ
ス
タ
ー
・
シ
ー
ル
，
ガ

ス
タ
ー
バ
ス
・
ロ
ー
ア
で
す
。「
殺
伐
と 

し
た
シ
カ
ゴ
で
、
心

を
許
し
て
語
り
合
え

る
ク
ラ
ブ
を
作
ろ
う
。

同
業
者
が
い
る
と
な

か
な
か
心
を
開
け
な

い
か
ら
、
１
業
種
１

会
員
だ
け
に
し
よ

う
」と
決
め
ま
し
た
。 

次
に
集
ま
っ
た
の
が
２
週
間
後
の
３
月

９
日
で
６
人
で
す
。２
人
増
え
ま
し
た
。

ハ
リ
ー
・
ラ
グ
ル
ス
、
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

ジ
ェ
ン
ス
ン
で
す
。
更
に
２
週
間
後
３

月
23
日
、
３
人
増
え
ま
す
。
ア
ル
バ
ー

ト
・
ホ
ワ
イ
ト
，
ア
ー
サ
ー
・
ア
ー
ウ

ィ
ン
，
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
Ａ
・
ニ
ュ
ー
ト

ン
で
す
。
こ
こ
で
、
例
会
出
席
の
強
制

を
決
め
ま
し
た
。
４
回
連
続
し
て
欠
席

し
た
ら
退
会
と
し
ま
し
た
。
そ
し
て
こ

の
例
会
で
役
員
を
決
め
ま
し
た
。
初
代

会
長
に
シ
ル
ベ
ス
タ
ー
・
シ
ー
ル
が
就

任
し
ま
し
た
。
そ
し
て
ク
ラ
ブ
の
名
前

を
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
決
め
ま
し
た
。

そ
の
時
の
ク
ラ
ブ
の
目
的
は
「
親
睦
」

ク
ラ
ブ
の
中
身
は
相
互
扶
助
で
す
。
や

は
り
新
入
会
員
が
増
え
れ
ば
新
し
い
ア

イ
デ
ィ
ア
も
増
え
る
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。 

我
が
名
古
屋
大
須
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
は
、
１
９
８
５
年
２
月
、
ポ
ー
ル
・

ハ
リ
ス
が
ロ
ー
タ
リ
ー
を
作
っ
て
80
年

目
、
市
内
15
番
目
、
世
界
で
２
１
，
０

５
７
番
目
の
ク
ラ
ブ
と
し
て
誕
生
し
ま

し
た
。
山
田
昇
平
さ
ん
、
天
野
道
造
さ

ん
、松
岡
浩
一
さ
ん
、高
木
哲
朗
さ
ん
、

岡
部
快
圓
さ
ん
を
キ
ー
メ
ン
と
し
て
、

チ
ャ
ー
タ
ー
メ
ン
バ
ー
の
募
集
を
し
、

１
９
８
５
年
２
月
７
日
に
創
立
総
会
、

Ｒ
Ｉ
加
盟
申
請
を
し
て
、
２
月
12
日
に

加
盟
承
認
を
受
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、

５
月
26
日
に
チ
ャ
ー
タ
ー
ナ
イ
ト
（
Ｒ

Ｉ
加
盟
認
証
状
伝
達
式
）
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
時
の
会
員
は
57
名
と
伺
っ
て

い
ま
す
。 

第 1374 回 例 会
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国
際
奉
仕
委
員
長
所
見 

吉
田 

憲
一 

<

方
針> 

 

国
際
奉 

仕
委
員
会 

は
ロ
ー
タ 

リ
ー
運
動 

の
礎
で
あ 

る
国
際
理
解
、
親
善
、
平
和
の
推
進
を

重
点
に
、
今
年
の
テ
ー
マ
で
あ
り
ま
す

〝
奉
仕
を
通
じ
て
平
和
を
〟

の
活
動
を

積
極
的
に
実
施
し
ま
す
。 

ま
た
海
外
の
ロ
ー
タ
リ
ー
・
ク
ラ
ブ

と
関
係
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
世
界

理
解
と
平
和
を
推
進
し
ま
す
。 

<

計
画> 

１
．ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
補
助
金
制
度
（
グ

ロ
ー
バ
ル
補
助
金
）
を
活
用
し
た
タ

イ
の
チ
ェ
ン
ラ
イ
ノ
ー
ス
Ｒ
Ｃ
と

「
基
本
的
教
育
と
識
字
率
向
上
」
の

分
野
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、
タ

イ
北
部
で
の
活
動
を
継
続
し
ま
す
。 

２
．
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
地
ハ
ワ
イ

に
お
い
て
海
外
ク
ラ
ブ
と
の
国
際
交

流
を
実
施
し
ま
す
。 

３
．
社
会
奉
仕
委
員
会
と
共
同
で
国
際

理
解
を
深
め
る
奉
仕
活
動
を
海
外

で
実
施
し
ま
す
。 

  

Ｒ
財
団
米
山
奨
学
委
員
長
所
見 

山
口 

正
孝 

今
年
度
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
・
米
山
奨

学
委
員
長
の
山
口
で
す
。 

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
は
皆
様
に
ロ
ー
タ

リ
ー
財
団
年
次
基
金
を
、
毎
年
お
願
い

し
て
お
り
ま
す
。
例
年
お
一
人
様
１
０

０
＄
を
、
目
標
と
し
て
き
ま
し
た
。
前

年
度
は
、お
一
人
様
１
８
２
・
４
６
＄
の

寄
付
金
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
も
ま

た
、
皆
様
に
ご
協
力
を
頂
き
、
お
一
人

様
１
５
０
＄
以
上
に
な
る
よ
う
、
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

こ
の
寄
付
金
に
基
づ
い
て
「
新
地
区

補
助
金
」、「
グ
ロ
ー
バ
ル
補
助
金
」
に

よ
る
奉
仕
活
動
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

私
共
名
古
屋
大
須
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

は
、
他
の
ク
ラ
ブ
と
比
較
し
て
補
助
金

の
獲
得
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と

思
わ
れ
ま 

す
か
？
新 

地
区
補
助 

金
制
度
に 

な
っ
て
か 

ら
の
実
績 

               

に
つ
い
て
、
過
去
二
年
間
を
調
べ
て
み

ま
し
た
。 

                              

そ
の
結
果
は
こ
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り

で
す
。
決
し
て
私
共
名
古
屋
大
須
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
多
額
の
補
助
金
を
、

獲
得
し
て
無
い
事
が
こ
の
グ
ラ
フ
か
ら

分
か
っ
て
頂
け
た
で
し
よ
う
か
？
今
年

度
は
ハ
ワ
イ
で
の
奉
仕
活
動
で
決
定
し

て
お
り
ま
す
が
、
次
年
度
か
ら
は
も
っ

と
多
額
の
補
助
金
を
獲
得
出
来
る
よ
う

よ
り
良
い
起
案
を
行
な
っ
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

米
山
記
念
奨
学
に
つ
い
て
少
し
申
し

上
げ
ま
す
。
担
当
は
杉
本
英
夫
さ
ん
で

す
。
今
年
度
は
既
に
中
国
か
ら
周 

瑋

さ
ん
を
、
受
け
入
れ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
米
山
記
念
奨
学
生
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

と
し
て
、
岩
崎
征
一
さ
ん
に
お
願
い
し

て
お
り
ま
す
。 

私
の
所
見
は
以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

  

30
周
年
準
備
委
員
長
所
見 

 

 
 

 
 

 
 

堀
江 

英
弥 

名
古
屋 

大
須
ロ
ー 

タ
リ
ー
ク 

ラ
ブ
が
１ 

９
８
５
年 

に
設
立
さ 

れ
、毎
週
例
会
を
重
ね
、年
を
重
ね
て
、

来
年
度
は
30
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。 

楽
し
い
こ
と
や
厳
し
か
っ
た
こ
と

数
々
の
思
い
出
が
有
り
ま
し
た
が
、
こ

こ
に
30
周
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
素

晴
ら
し
い
先
輩
諸
氏
の
資
重
な
歩
み
を

振
り
返
っ
て
歴
史
の
重
さ
を
感
じ
ま
す
。 

そ
こ
で
30
周
年
記
念
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
ク
ラ
ブ
の
す
ば
ら
し
い
歴
史
を

振
り
返
る
と
と
も
に
記
念
事
業
を
会
員

一
人
ひ
と
り
全
員
の
力
で
開
催
し
、
会

員
相
互
の
親
睦
・
友
情
を
よ
り
一
層
深

め
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
継
続
可
能

な
奉
仕
活
動
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
30
周
年
を
一
つ
の
節
目
と

し
て
こ
れ
か
ら
皆
様
方
と
共
に
新
た
に

歩
ん
で
ゆ
く
未
来
へ
の
足
跡
の
た
め
に
、

こ
れ
か
ら
の
展
望
を
見
据
え
、
一
歩
一

歩
少
し
づ
つ
確
実
に
変
化
し
続
け
、
成

長
し
続
け
る
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
な

り
ま
し
ょ
う
。 

大
須
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
あ
ゆ
み 

１
９
８
５
年
２
月 

７
日(

木) 

創
立 

１
９
８
５
年
２
月
12
日(

火) 

 

Ｒ
Ｉ
加
盟
承
認 

１
９
８
５
年
５
月
26
日(

日) 

 

チ
ャ
ー
タ
ー
ナ
イ
ト 

特
別
代
表 

大
隈 

孝
一 

ス
ポ
ン
サ
ー
ク
ラ
ブ 

 
 

名
古
屋
中
Ｒ
Ｃ 

会
長
／ 山

田
昇
平 

幹
事
／ 

 
 

松
岡
浩
一 

５
周
年
記
念 

会
長
／
伊
藤
清
次 

幹
事
／
尾
上
昇 

・
記
念
例
会 

・
盲
導
犬
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
カ
ー
の
寄
贈 

１
９
９
１-

１
９
９
２
（
第
８
年
度
） 

分
区
代
理
／
天
野
道
造 

分
区
代
理
幹
事
／
山
田
邦
彦 

高
木
哲
朗 
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10
周
年
記
念 

会
長
／
岡
部
快
圓 

幹
事
／
西
川
広
義 

・
記
念
例
会 

・
芭
蕉
句
碑
の
再
建 

(

大
須
観
音
境
内) 

・
第
30
回
全
国
身
障
者 

ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
協
賛 

・
記
念
誌
の
発
行 

15
周
年
記
念 

会
長
／
高
木
哲
朗 

幹
事
／
藤
田 

澈 

・
米
山
記
念
館
訪
問 

・
ク
ラ
ブ
の
歌
作
成 

・｢

わ
れ
ら
ひ
ま
わ
り｣｢

大
須
Ｒ
ソ
ン
グ｣ 

１
９
９
９-

２
０
０
０
（
第
16
年
度
） 

ガ
バ
ナ
ー
補
佐
／
岡
部
快
圓 

ガ
バ
ナ
ー
補
佐
幹
事
／
伊
藤 

宏 

西
川
広
義 

２
０
０
２-

２
０
０
３
（
第
19
年
度
） 

ガ
バ
ナ
ー
／
岡
部
快
圓 

地
区
幹
事
／
伊
藤 

宏 

20
周
年 

会
長
／
吉
田
隆
彦 

幹
事
／
飯
田
昭
夫 

・
記
念
例
会 

・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト 

・
鬼
の
嫁
取
り
物
語(

大
須
観
音･

界
隈) 

・
記
録
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
発
行 

25
周
年 

会
長
／
小
澤
幸
男 

幹
事
／
太
田 

裕 

・
記
念
例
会 

・
大
須
観
音
薪
能 

・
伝
統
芸
能
と
音
楽
に
よ
る
地
域
の
活

性
化
事
業
と
福
祉
活
動 

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
脳
症
の
会 

２
０
０
９-

２
０
１
０
（
第
26
年
度
） 

ガ
バ
ナ
ー
補
佐
／
草
野 

勝
彦 

ガ
バ
ナ
ー
補
佐
幹
事
／
川
畑 

博
敬 

鬼
頭 

茂
成 

30
周
年
準
備
委
員
会 

・
30
周
年
記
念
例
会
の
開
催 

・
30
周
年
記
念
事
業
の
企
画･

準
備 

地
域
活
性
化
と 

青
少
年
育
成
推
進
事
業 

 
 

グ
ロ
ー
バ
ル
な
奉
仕
活
動 

  

新
入
会
員
挨
拶 

髙 

垣 
 

満 
正 

T
A

K
A

G
A

K
I 

 

M
IT

S
U

M
A

S
A

 

         

入 

会  

／
２
０
１
２
年
７
月
19
日 

生
年
月
日 

／
Ｓ
25
年
９
月
19
日 

職
業
分
類 

／
医
療
用
ガ
ス
販
売 

M
E

D
IC

A
L
 G

A
S

 S
A

L
E

S
 

事
業
所 

／  

ケ
ミ
カ
ル
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

〒
４
５
６ 

 
 

  
-

０
０
５
５ 

名
古
屋
市
昭
和
区  

神
村
町
２
丁
目 

２
‐
２ 

委
員
会 

／       

会
場
運
営
委
員
会 

  

ク
ラ
ブ
奉
仕
委
員
長
所
見 田

崎 

雅
三 

（
７
月
12
日
例
会
） 

今
年
度
、
ク
ラ
ブ
奉
仕
委
員
長
を
務

め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
田
崎
で
す
、
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

今
年
度
の
ク
ラ
ブ
奉
仕
委
員
会
は
副

委
員
長
に
佐
藤
さ
ん
、
委
員
に
小
野
さ

ん
、
小
笠
原
さ
ん
、
藤
田
さ
ん
、
浅
井

さ
ん
、
柴
岡
さ
ん
、
大
源
さ
ん
、
西
鶴

さ
ん
で
構
成
い
た
だ
き
ま
し
た
。
年
齢

差
38
才
の
新
旧
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん

だ
メ
ン
バ
ー
で
す
。 

さ
て
、
ロ
ー
タ
リ
ー
の
奉
仕
活
動
の

原
点
は
例
会
へ
の
出
席
・
参
加
と
考
え

る
と
、
例
会
を
楽
し
く
意
義
の
あ
る
も

の
に
す
る
ク
ラ
ブ
奉
仕
委
員
会
の
役
割

は
重
責
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

一
番
目
に
例
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
が
、

鬼
頭
会
長
か
ら
は「
本
物
の
卓
話
」を
！

と
要
望
を
受
け
て
日
々
悩
ん
で
お
り
ま

す
。
勿
論
、
卓
話
も
と
て
も
重
要
で
す

が
例
会
の
主
役
は
会
員
の
皆
さ
ん
で
す
。

よ
り
多
く
の
会
員
出
席
が
「
楽
し
さ
」・

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
質
を
高

め
る
と
思
い
ま
す
、
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

又
、
活
発
で
明
る
い
例
会
は
、
お
客

様
に
対
し
て
の「
心
か
ら
の
も
て
な
し
」

に
も
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。
ゲ
ス
ト
、

ビ
ジ
タ
ー
の
方
に
、
ま
た
大
須
の
例
会

に
行
き
た
い
と
感
じ
て
頂
け
る
よ
う
Ｓ
．

Ａ
．Ａ
．
、
会
場
運
営
委
員
会
の
方
々
に

も
協
力
頂
き
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
例
会
変
更
時
は
、
他
ク
ラ
ブ

へ
の
メ
ー
キ
ャ
ッ
プ
対
応
を
事
務
局
と

協
力
し
て
行
い
ま
す
。 

二
番
目
と
し
て
、
目
の
前
に
迫
っ
て

い
る
30
周
年
な
ど
の
事
業
展
開
資
金

と
し
て
、
ニ
コ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
を
予
算
化
し
達

成
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
、
目
標

金
額
は
２
０
０
万
円
で
す
。
今
年
度
は

皆
さ
ん
の
「
嬉
し
い
事
」
を
増
や
す

［+
J

O
Y

］
企
画
を
実
施
し
ま
す
。

第
一
弾
と
し
て
、
と
て
も
お
め
で
た
い

ロ
ー
タ
リ
ー
入
会
記
念
月
に
、
バ
ッ
ジ

に
付
箋
を
貼
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。「
笑
顔
」

で
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

又
、
物
故
会
員
の
追
悼
を
行
い
た
い

と
思
い
ま
す
。
ご
命
日
の
前
月
最
終
例

会
に
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
例
会
で
黙

祷
を
捧
げ
た
い
と
思
い
ま
す
、
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

ど
う
ぞ
、
一
年
間
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

 

 
職
業
奉
仕
委
員
長
所
見 

丹
下 

富
博 

（
７
月
12
日
例
会
） 

今
年
度
の
職
業
奉
仕
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
は
、
副
委
員
長
の
近
藤
明
美
さ
ん

は
じ
め
、
岡
田
さ
ん
、
小
澤
さ
ん
、
住

田
さ
ん
と
私
の
５
名
の
構
成
と
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
私
が
諸
先
輩
方
か
ら
ご

指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
の
１
年
間
の

委
員
会
活
動
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。 

さ
て
、
鬼
頭
会
長
の
今
年
度
の
方
針

の
中
に
「
わ
れ
わ
れ
が
築
い
た
大
き
な

和
を
奉
仕
の
輪
と
し
て
繋
げ
て
行
き
ま

し
ょ
う
」
と
の
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
会
長
所
見
の
中
で
は
「
奉
仕
の
勉

強
を
し
て
い
き
な
が
ら
活
動
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
は
こ
の
意
味
を
「
ク
ラ
ブ
の
全
体
で

奉
仕
に
つ
い
て
考
え
、
全
員
で
学
び
研

鑽
し
な
が
ら
活
動
し
実
践
し
て
い
く
」

と
し
て
理
解
い
た
し
ま
し
た
。 

そ
こ
で
ま
ず
、
10
月
に
は
職
業
奉
仕

に
関
す
る
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開

催
し
、「
職
業
に
お
い
て
倫
理
に
基
づ
く

決
定
を
行
う
こ
と
は
な
ぜ
重
要
な
の
か
。

ロ
ー
タ
リ
ー
・
ク
ラ
ブ
で
こ
の
よ
う
な

決
定
を
行
う
こ
と
は
、
な
ぜ
重
要
な
の

か
」
な
ど
に
つ
い
て
皆
さ
ん
と
討
議
す

る
機
会
を
つ
く
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 そ

れ
か
ら
、
前
年
度
の
職
業
奉
仕
委

員
会
が
会
員
の
「
職
業
人
と
し
て
の
私

の
想
い
」
を
冊
子
で
ま
と
め
ら
れ
ま
し

た
が
、
今
年
度
は
シ
リ
ー
ズ
で
「
私
の

職
業
を
通
し
て
の
奉
仕
」
に
つ
い
て
会

員
に
卓
話
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
ず
前
半
の
８
月
と
９
月
は

武
藤
さ
ん
と
林
順
治
さ
ん
に
お
引
き
受

け
い
た
だ
き
ま
し
た
。
専
門
職
務
に
携
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わ
る
職
業
人
と
し
て
「
ど
の
よ
う
に
自

己
が
保
持
す
る
最
高
の
技
術
を
地
域
社

会
の
人
に
提
供
さ
れ
て
い
る
の
か
」
な

ど
を
卓
話
の
中
で
お
伺
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。 

そ
し
て
、
11
月
に
は
ハ
ワ
イ
例
会
を

社
会
奉
仕
・
ク
ラ
ブ
奉
仕
・
国
際
奉
仕
・

親
睦
の
各
委
員
会
と
協
力
し
て
開
催
い

た
し
ま
す
。
ハ
ワ
イ
で
は
、
日
系
人
社

会
と
の
文
化
交
流
を
通
し
て
、
全
体
に

高
齢
化
し
て
い
る
日
系
人
社
会
の
世
代

間
の
相
互
理
解
の
推
進
の
た
め
の
き
っ

か
け
づ
く
り
を
し
た
い
と
考
え
、
老
人

施
設
な
ど
を
訪
問
い
た
し
ま
す
。
そ
れ

以
外
に
も
現
地
の
ラ
ジ
オ
局
へ
の
出
演

や
ゴ
ル
フ
部
会
・
ヒ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

部
が
楽
し
い
企
画
を
た
て
ら
れ
て
お
り

ま
す
の
で
、
あ
わ
せ
て
参
加
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、
同
じ
11
月
に
は
例
年
同
様
に

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

只
今
、
ラ
ン
ナ
ー
を
募
集
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
振
る
っ
て
ご
応
募
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

そ
れ
か
ら
、
２
月
の
節
分
に
は
、
皆

さ
ん
が
毎
年
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
大

須
観
音
で
の
職
場
例
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
。
特
に
今
年
度
は
渥
美
ロ
ー
タ
リ

ー
の
皆
さ
ん
も
参
加
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
で
益
々
賑
や
か
に
な
ろ
う
か
と
思
い

ま
す
。 

と
い
う
こ
と
で
、
ま
だ
今
年
度
が
今

ま
さ
に
は
じ
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

あ
っ
と
い
う
間
の
一
年
と
な
り
そ
う
で

す
。
ど
う
か
皆
さ
ん
、
本
年
度
も
ご
指

導
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

新
世
代
奉
仕
委
員
長
所
見 大

原 

敏
正 

（
７
月
12
日
例
会
） 

新
世
代
奉
仕
委
員
会
の
最
大
の
事
業

は
青
少
年
交
換
学
生
を
通
じ
た
国
際
交

流
事
業
で
す
。
こ
の
事
業
は
本
ク
ラ
ブ

創
立
２
年
後
の
１
９
８
７
年
か
ら
27
年

間
続
く
事
業
で
、
２
０
１
１
年
か
ら
２

０
１
２
年
の
１
年
間
は
途
切
れ
ま
し
た

が
、
当
地
区
に
於
い
て
も
名
古
屋
大
須

ロ
ー
タ
リ
ー
の
看
板
事
業
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
。 

今
年
度
は
１
月
か
ら
受
け
入
れ
を
し

て
い
ま
す
ジ
ー
ナ
さ
ん
と
、
８
月
か
ら

受
け
入
れ
を
し
ま
す
ケ
イ
テ
ィ
ー
さ
ん

の
２
名
が
受
入
青
少
年
交
換
学
生
と
な

り
ま
す
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
努
め

て
頂
け
る
会
員
の
方
に
は
心
よ
り
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
当
会
の
会
員

全
て
の
方
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。 

 

ま
た
青
少
年
交
換
学
生
と
し
て
会
員

の
岡
村
さ
ん
の
お
嬢
さ
ん
、
可
奈
子
さ

ん
が
８
月
か
ら
フ
ロ
リ
ダ
に
出
発
さ
れ

ま
す
。
共
に
国
際
親
善
大
使
と
し
て
両

国
の
理
解
友
好
を
深
め
、
異
文
化
の
吸

収
に
努
め
て
実
り
あ
る
１
年
間
を
送
る

事
が
出
来
る
よ
う
、
委
員
会
一
同
全
力

を
尽
く
す
所
存
で
す
。 

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
担
う
新

世
代
の
若
者
に
日
本
の
良
さ
を
伝
え
、

自
信
と
自
覚
が
芽
生
え
る
機
会
を
創
出

し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆

様
の
ご
支
援
、
ご
指
導
を
宜
し
く
御
願

し
ま
す
。 

  

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
会 

大
原 

敏
正 

         

例
会
に
先
立
ち
、
名
古
屋
東
急
ホ
テ

ル
２
階
「
南
国
酒
家
」
に
て
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ご
参
加
頂
い
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

      

  

８
月
２
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

例
会
変
更 

同 

日 

親
睦
夜
間
例
会 

於 

浩
養
園 

 

＊
18
時
00
分
受
付 

 
  

18
時
30
分
例
会
開
始 

                           

８
月
９
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

ガ
バ
ナ
ー
補
佐
訪
問 

＊
会
長
幹
事
懇
談
会 

 
 

 

11
時
20
分
～
12
時
20
分 

会
長
・
副
会
長
・
幹
事･ 

会
長
エ
レ
ク
ト
・
副
幹
事 

＊
ク
ラ
ブ
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー 

 
 

 
13
時
40
分
～
15
時
00
分 

  

 

   

                      

役
員
・
理
事
・ 

委
員
長
・
副
委
員
長
・ 

入
会
３
年
未
満
の
会
員 

  

広
報
委
員
会 

近
藤
宏
一
郎
・
林 

 

富
徳 

杉
浦 

令
淑
・
青
木 

靖
高 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 

＜優 勝＞ 田崎 雅三 

久々に優勝させて頂き 

ました。腰痛に悩みなが 

ら「力」が抜けたのが良か 

ったのかもしれません。 

改めてゴルフはミスを減らすスポーツ（アマチ 

ュア）である事に気がつきました。腰痛で無理を 

せず、一番手大きいクラブを軽く振った事が結果 

として大きなミスを減らしました。今後の人生も 

そうあるべき・・・まだちょっと早いかな。今暫 

くはメいっぱい・フルスイングのロータリー活動に頑張ります。ありがとうございました。 

 

 

OUT IN GROSS HDCP NET 次回

優勝 田崎　雅三 43 38 81 6 75 4
2位 石田　浩之 48 44 92 16 76 14
3位 岡部　快圓 45 42 87 10 77 9
BB 出口　　忍 58 47 105 11 94 ―

平成2４年７月７日(土)
於 ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾌｨｰﾙﾄﾞｺﾞﾙﾌｸﾗﾌﾞ

＜準優勝＞  石田 浩之  ＜ニアピン＞ 

＜べスグロ＞ 田崎 雅三   Ｎｏ．３  日比野富士男 Ｎｏ．7  日比野富士男 

Ｎｏ．１１  出口  忍 Ｎｏ．16  堀江 英弥 

会員の川口さんのお花

教室に行き、作品を作

りました。楽しかった。




